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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技媒体が始動領域を通過したことにより可変表示の実行条件が成立した後、可変表示
の開始条件の成立にもとづいて複数種類の識別情報の可変表示を開始させた後に表示結果
を導出表示する可変表示部を備え、該可変表示部に導出表示された識別情報の表示結果が
あらかじめ定められた特定表示結果となったときに可変入賞装置が開放状態となる特定遊
技状態に制御する遊技機であって、
　前記特定遊技状態には、前記可変入賞装置の開放回数または開放時間が異なる複数種類
の前記特定遊技状態があり、
　遊技者が操作可能な操作手段と、
　遊技媒体が前記始動領域を通過したときに数値データを抽出する抽出手段と、
　前記抽出手段により抽出された数値データを所定の上限数を限度に保留記憶として記憶
する保留記憶手段と、
　可変表示の開始条件が成立したときに、前記保留記憶手段に記憶されている数値データ
にもとづいて、前記特定遊技状態に制御するか否かと、前記複数種類の前記特定遊技状態
のいずれの前記特定遊技状態とするかとを、識別情報の表示結果が導出表示されるよりも
前に決定する事前決定手段と、
　前記事前決定手段による決定結果にもとづいて、前記保留記憶手段に記憶されている数
値データと、複数種類の可変表示パターンに対して可変表示パターン判定値が割り当てら
れた判定値テーブルとを用いて、識別情報の可変表示パターンを決定する可変表示パター
ン決定手段と、
　遊技媒体が前記始動領域を通過したときに、前記抽出手段により抽出された数値データ
にもとづいて、前記特定遊技状態に制御されるか否かと、前記特定遊技状態に制御される
場合に前記複数種類の前記特定遊技状態のいずれに制御されるかと、前記特定遊技状態に
制御されない場合に前記可変表示パターン判定値のうちの特定可変表示パターンに対して
割り当てられた特定パターン判定値に合致するか否かとを判定する始動時判定手段と、
　前記始動時判定手段により、前記特定遊技状態に制御されるか、または前記特定パター
ン判定値に合致すると判定されたことにもとづいて、前記始動時判定手段による判定に用
いられた数値データにもとづく識別情報の可変表示よりも前に実行される識別情報の可変
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表示が実行されているときに、前記特定遊技状態に制御されること、または前記特定可変
表示パターンにより識別情報の可変表示が実行されることを、所定の予告演出態様によっ
て予告する予告演出を実行するための制御を行う予告演出制御手段とを備え、
　前記判定値テーブルにおいて、前記特定パターン判定値は、保留記憶の数に関わらず共
通に割り当てられ、前記特定可変表示パターン以外の前記可変表示パターン判定値は、前
記保留記憶の数に応じて異なるように割り当てられ、
　前記予告演出制御手段は、
　遊技者により前記操作手段が操作されたことに応じて予告演出態様による予告を実行す
る操作対応予告演出実行手段と、
　前記操作対応予告演出実行手段が予告として実行する予告演出態様の種類を、複数種類
の予告演出態様から選択する予告演出種類選択手段とを含み、
　前記予告演出種類選択手段は、前記始動時判定手段により前記特定遊技状態に制御され
ると判定されたことにもとづいて前記予告演出が実行される場合には、前記特定遊技状態
の種類に応じて、選択する予告演出態様の割合を異ならせる
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　遊技媒体が始動領域を通過したことにより可変表示の実行条件が成立した後、可変表示
の開始条件の成立にもとづいて複数種類の識別情報の可変表示を開始させた後に表示結果
を導出表示する可変表示部を備え、該可変表示部に導出表示された識別情報の表示結果が
あらかじめ定められた特定表示結果となったときに可変入賞装置が開放状態となる特定遊
技状態に制御する遊技機であって、
　前記特定遊技状態には、前記可変入賞装置の開放回数または開放時間が異なる複数種類
の前記特定遊技状態があり、
　遊技者が操作可能な操作手段と、
　遊技媒体が前記始動領域を通過したときに数値データを抽出する抽出手段と、
　前記抽出手段により抽出された数値データを所定の上限数を限度に保留記憶として記憶
する保留記憶手段と、
　可変表示の開始条件が成立したときに、前記保留記憶手段に記憶されている数値データ
にもとづいて、前記特定遊技状態に制御するか否かと、前記複数種類の前記特定遊技状態
のいずれの前記特定遊技状態とするかとを、識別情報の表示結果が導出表示されるよりも
前に決定する事前決定手段と、
　前記事前決定手段による決定結果にもとづいて、前記保留記憶手段に記憶されている数
値データと、複数種類の可変表示パターンに対して可変表示パターン判定値が割り当てら
れた判定値テーブルとを用いて、識別情報の可変表示パターンを決定する可変表示パター
ン決定手段と、
　遊技媒体が前記始動領域を通過したときに、前記抽出手段により抽出された数値データ
にもとづいて、前記特定遊技状態に制御されるか否かと、前記特定遊技状態に制御される
場合に前記複数種類の前記特定遊技状態のいずれに制御されるかと、前記特定遊技状態に
制御されない場合に前記可変表示パターン判定値のうちの特定可変表示パターンに対して
割り当てられた特定パターン判定値に合致するか否かとを判定する始動時判定手段と、
　前記始動時判定手段により、前記特定遊技状態に制御されるか、または前記特定パター
ン判定値に合致すると判定されたことにもとづいて、前記特定遊技状態中に、前記特定遊
技状態に制御されること、または前記特定可変表示パターンにより識別情報の可変表示が
実行されることを、所定の予告演出態様によって予告する予告演出を実行するための制御
を行う予告演出制御手段とを備え、
　前記判定値テーブルにおいて、前記特定パターン判定値は、保留記憶の数に関わらず共
通に割り当てられ、前記特定可変表示パターン以外の前記可変表示パターン判定値は、前
記保留記憶の数に応じて異なるように割り当てられ、
　前記予告演出制御手段は、
　遊技者により前記操作手段が操作されたことに応じて予告演出態様による予告を実行す
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る操作対応予告演出実行手段と、
　前記操作対応予告演出実行手段が予告として実行する予告演出態様の種類を、複数種類
の予告演出態様から選択する予告演出種類選択手段とを含み、
　前記予告演出種類選択手段は、前記始動時判定手段により前記特定遊技状態に制御され
ると判定されたことにもとづいて前記予告演出が実行される場合には、前記特定遊技状態
の種類に応じて、選択する予告演出態様の割合を異ならせる
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明による遊技機は、遊技媒体（例えば、遊技球）が始動領域（例えば、第１始動入
賞口１３、第２始動入賞口１４）を通過したことにより可変表示の実行条件が成立した後
、可変表示の開始条件（例えば、第１特別図柄および第２特別図柄のいずれの可変表示も
実行されていない状態であって、大当り遊技状態でもないこと）の成立にもとづいて複数
種類の識別情報（例えば、第１特別図柄、第２特別図柄）の可変表示を開始させた後に表
示結果を導出表示する可変表示部（例えば、第１特別図柄表示器８ａ、第２特別図柄表示
器８ｂ）を備え、可変表示部に導出表示された識別情報の表示結果があらかじめ定められ
た特定表示結果（例えば、大当り図柄）となったときに可変入賞装置（例えば、特別可変
入賞球装置２０）が開放状態となる特定遊技状態に制御する遊技機であって、特定遊技状
態には、可変入賞装置の開放回数（１ラウンドにおける閉鎖状態から開放状態になる回数
：特定遊技状態における閉鎖状態から開放状態になる回数と捉えてもよい）または開放時
間（開放状態になっている期間）が異なる複数種類の特定遊技状態（例えば、１６Ｒ確変
Ａ大当り、１６Ｒ確変Ｂ大当り、１６Ｒ確変Ｃ大当り、１５Ｒ確変大当り、１５Ｒ非確変
大当り、２Ｒ確変大当り）があり、遊技者が操作可能な操作手段（例えば、操作ボタン１
５０）と、遊技媒体が始動領域を通過したときに数値データ（例えば、ランダムＲやラン
ダム１）を抽出する抽出手段（例えば、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０における
ステップＳ２１４Ａ，Ｓ２１４Ｂの処理を実行する部分）と、抽出手段により抽出された
数値データを所定の上限数（例えば、４）を限度に保留記憶として記憶する保留記憶手段
（例えば、第１保留記憶バッファ、第２保留記憶バッファ）と、可変表示の開始条件が成
立したときに、保留記憶手段に記憶されている数値データにもとづいて、特定遊技状態に
制御するか否かと、複数種類の特定遊技状態のいずれの特定遊技状態とするかとを、識別
情報の表示結果が導出表示されるよりも前に決定する事前決定手段（例えば、遊技制御用
マイクロコンピュータ５６０におけるステップＳ６１の処理を実行する部分）と、事前決
定手段による決定結果にもとづいて、保留記憶手段に記憶されている数値データと、複数
種類の可変表示パターンに対して可変表示パターン判定値が割り当てられた判定値テーブ
ル（例えば、図１４に示すはずれ用変動パターン種別判定テーブル１３５Ａ，１３５Ｂ）
とを用いて、識別情報の可変表示パターンを決定する可変表示パターン決定手段（例えば
、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０におけるステップＳ９７，Ｓ９８を実行する部
分）と、遊技媒体が始動領域を通過したときに、抽出手段により抽出された数値データに
もとづいて、特定遊技状態に制御されるか否かと、特定遊技状態に制御される場合に複数
種類の特定遊技状態のいずれに制御されるかと、特定遊技状態に制御されない場合に可変
表示パターン判定値のうちの特定可変表示パターンに対して割り当てられた特定パターン
判定値に合致するか否かとを判定する始動時判定手段（例えば、遊技制御用マイクロコン
ピュータ５６０におけるステップＳ２１７Ａ，Ｓ２１７Ｂの処理を実行する部分）と、始
動時判定手段により、特定遊技状態に制御されるか、または特定パターン判定値に合致す
ると判定されたことにもとづいて、始動時判定手段による判定に用いられた数値データに
もとづく識別情報の可変表示よりも前に実行される識別情報の可変表示が実行されている



(4) JP 2011-15914 A5 2012.6.7

ときに、特定遊技状態に制御されること、または特定可変表示パターンにより識別情報の
可変表示が実行されることを、所定の予告演出態様によって予告する予告演出を実行する
ための制御を行う予告演出制御手段（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００に
おけるステップＳ８２１，Ｓ８６０，Ｓ８６１の処理を実行する部分）とを備え、判定値
テーブルにおいて、特定パターン判定値は、保留記憶の数に関わらず共通に割り当てられ
（例えば、図１４（Ａ），（Ｂ）に示すように、合算保留記憶数が０～２であるか３以上
であるかにかかわらず、スーパーリーチを伴う変動パターンを含む変動パターン種別（ス
ーパーＣＡ２－７）に対して２３０～２５１の範囲の判定値が割り当てられている）、特
定可変表示パターン以外の可変表示パターン判定値は、保留記憶の数に応じて異なるよう
に割り当てられ（例えば、図１４（Ａ），（Ｂ）に示すように、スーパーリーチ以外の非
リーチやノーマルリーチを伴う変動パターンを含む変動パターン種別に対して、合算保留
記憶数が０～２であるか３以上であるかに応じて異なる判定値が割り当てられている）、
予告演出制御手段は、遊技者により操作手段が操作されたことに応じて予告演出態様によ
る予告を実行する操作対応予告演出実行手段（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ
１００におけるステップＳ８６０，Ｓ８６１の処理を実行する部分）と、操作対応予告演
出実行手段が予告として実行する予告演出態様の種類を、複数種類の予告演出態様から選
択する予告演出種類選択手段（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００における
ステップＳ８２１の処理を実行する部分）とを含み、予告演出種類選択手段は、始動時判
定手段により特定遊技状態に制御されると判定されたことにもとづいて予告演出が実行さ
れる場合には、特定遊技状態の種類に応じて、選択する予告演出態様の割合を異ならせる
（図５８参照）ことを特徴とする。
　そのような構成によれば、可変表示の作動率が低下してしまう事態を極力防止すること
ができる。また、予告演出が実行された場合に、遊技者にとってより有利な特定遊技状態
である可変入賞装置の開放回数が多い特定遊技状態または開放時間が長い特定遊技状態に
制御されることに対して期待感を抱かせることができ、興趣を向上させることができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明による他の態様の遊技機は、遊技媒体（例えば、遊技球）が始動領域（例えば、
第１始動入賞口１３、第２始動入賞口１４）を通過したことにより可変表示の実行条件が
成立した後、可変表示の開始条件（例えば、第１特別図柄および第２特別図柄のいずれの
可変表示も実行されていない状態であって、大当り遊技状態でもないこと）の成立にもと
づいて複数種類の識別情報（例えば、第１特別図柄、第２特別図柄）の可変表示を開始さ
せた後に表示結果を導出表示する可変表示部（例えば、第１特別図柄表示器８ａ、第２特
別図柄表示器８ｂ）を備え、可変表示部に導出表示された識別情報の表示結果があらかじ
め定められた特定表示結果（例えば、大当り図柄）となったときに可変入賞装置（例えば
、特別可変入賞球装置２０）が開放状態となる特定遊技状態に制御する遊技機であって、
特定遊技状態には、可変入賞装置の開放回数（１ラウンドにおける閉鎖状態から開放状態
になる回数：特定遊技状態における閉鎖状態から開放状態になる回数と捉えてもよい）ま
たは開放時間（開放状態になっている期間）が異なる複数種類の特定遊技状態（例えば、
１６Ｒ確変Ａ大当り、１６Ｒ確変Ｂ大当り、１６Ｒ確変Ｃ大当り、１５Ｒ確変大当り、１
５Ｒ非確変大当り、２Ｒ確変大当り）があり、遊技者が操作可能な操作手段（例えば、操
作ボタン１５０）と、遊技媒体が始動領域を通過したときに数値データ（例えば、ランダ
ムＲやランダム１）を抽出する抽出手段（例えば、遊技制御用マイクロコンピュータ５６
０におけるステップＳ２１４Ａ，Ｓ２１４Ｂの処理を実行する部分）と、抽出手段により
抽出された数値データを所定の上限数（例えば、４）を限度に保留記憶として記憶する保
留記憶手段（例えば、第１保留記憶バッファ、第２保留記憶バッファ）と、可変表示の開
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始条件が成立したときに、保留記憶手段に記憶されている数値データにもとづいて、特定
遊技状態に制御するか否かと、複数種類の特定遊技状態のいずれの特定遊技状態とするか
とを、識別情報の表示結果が導出表示されるよりも前に決定する事前決定手段（例えば、
遊技制御用マイクロコンピュータ５６０におけるステップＳ６１の処理を実行する部分）
と、事前決定手段による決定結果にもとづいて、保留記憶手段に記憶されている数値デー
タと、複数種類の可変表示パターンに対して可変表示パターン判定値が割り当てられた判
定値テーブル（例えば、図１４に示すはずれ用変動パターン種別判定テーブル１３５Ａ，
１３５Ｂ）とを用いて、識別情報の可変表示パターンを決定する可変表示パターン決定手
段（例えば、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０におけるステップＳ９７，Ｓ９８を
実行する部分）と、遊技媒体が始動領域を通過したときに、抽出手段により抽出された数
値データにもとづいて、特定遊技状態に制御されるか否かと、特定遊技状態に制御される
場合に複数種類の特定遊技状態のいずれに制御されるかと、特定遊技状態に制御されない
場合に可変表示パターン判定値のうちの特定可変表示パターンに対して割り当てられた特
定パターン判定値に合致するか否かとを判定する始動時判定手段（例えば、遊技制御用マ
イクロコンピュータ５６０におけるステップＳ２１７Ａ，Ｓ２１７Ｂの処理を実行する部
分）と、始動時判定手段により、特定遊技状態に制御されるか、または特定パターン判定
値に合致すると判定されたことにもとづいて、特定遊技状態中に、特定遊技状態に制御さ
れること、または特定可変表示パターンにより識別情報の可変表示が実行されることを、
所定の予告演出態様によって予告する予告演出を実行するための制御を行う予告演出制御
手段（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００におけるステップＳ１９４２，Ｓ
１９０４，Ｓ１９０５の処理を実行する部分）とを備え、判定値テーブルにおいて、特定
パターン判定値は、保留記憶の数に関わらず共通に割り当てられ（例えば、図１４（Ａ）
，（Ｂ）に示すように、合算保留記憶数が０～２であるか３以上であるかにかかわらず、
スーパーリーチを伴う変動パターンを含む変動パターン種別（スーパーＣＡ２－７）に対
して２３０～２５１の範囲の判定値が割り当てられている）、特定可変表示パターン以外
の可変表示パターン判定値は、保留記憶の数に応じて異なるように割り当てられ（例えば
、図１４（Ａ），（Ｂ）に示すように、スーパーリーチ以外の非リーチやノーマルリーチ
を伴う変動パターンを含む変動パターン種別に対して、合算保留記憶数が０～２であるか
３以上であるかに応じて異なる判定値が割り当てられている）、予告演出制御手段は、遊
技者により操作手段が操作されたことに応じて予告演出態様による予告を実行する操作対
応予告演出実行手段（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００におけるＳ１９０
４，Ｓ１９０５の処理を実行する部分）と、操作対応予告演出実行手段が予告として実行
する予告演出態様の種類を、複数種類の予告演出態様から選択する予告演出種類選択手段
（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００におけるステップＳ１９４２の処理を
実行する部分）とを含み、予告演出種類選択手段は、始動時判定手段により特定遊技状態
に制御されると判定されたことにもとづいて予告演出が実行される場合には、特定遊技状
態の種類に応じて、選択する予告演出態様の割合を異ならせる（図６７参照）ことを特徴
とする。
　そのような構成によれば、可変表示の作動率が低下してしまう事態を極力防止すること
ができる。また、予告演出が実行された場合に、遊技者にとってより有利な特定遊技状態
である可変入賞装置の開放回数が多い特定遊技状態または開放時間が長い特定遊技状態に
制御されることに対して期待感を抱かせることができ、興趣を向上させることができる。
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